
■日 程 2026年11月16日（月）～ 11月22日（日）
5泊7日（機中2泊）：オークランド2泊、ロサンゼルス3泊
国際線往復：日本航空、米国国内線：アメリカン航空

■訪問地 米国西海岸
サンフランシスコ、シリコンバレー、
アナハイム、ロサンゼルス

■主な訪問・視察予定先（交渉中）
・IFMA World Workplace 2026
・シリコンバレーの最先端テックツアー
・その他ＦＭ・Tech関連施設、等

■団 長 板谷 敏正 氏 
JFMA理事・フェロー、早稲田大学客員教授

■募集定員
最少催行人員 20名 ※最少催行人員に満たない場合、参加費が変わります
最大募集人員 25名 （先着順）

＊本視察調査団へのご参加は会員の方(法人会員、個人会員、公共特別会員)を優先いたします
■訪問・視察先イメージ（具体的な視察先は調整中）

世界のFMは、いま、どこへ向かっているのか。
変革の針を動かすヒントは、いつも最前線の現場にある。
JFMAがプロデュースする今年の海外視察は、革新のシンボル・米国西海岸へ。
世界基準を体感する「World Workplace 2026 」への参戦。
シリコンバレーを牽引するテック企業の鼓動、自動運転タクシーが描き出す未来のモビリティ、
そして「FM×Tech」が実装された次世代ファシリティの数々。
机上の議論を超え、未来のFMを五感で掴み取る。世界の潮流を間近で目撃し、
日本の未来をリデザインする旅へ、共に出かけませんか。
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■全体概略スケジュール
・９月４日（金）：募集締切り（先着順、満員になり次第締切り）
・１０月２１日（水）：リモートによる参加者事前打合せ
・１１月１６日（月）：視察初日（成田空港集合）
・１１月２２日（日）：視察終了（羽田空港で流れ解散）
・１２月２１日（月）：視察報告会（リアルまたはリモート）

■日程（予定） ※具体的な視察先は調整中です。

■注意事項
米国への入国にはESTAが必要です。各自で渡米予定日の72時間以上前までに申請してください。

（旅行会社による手続き代行（有料）も可能です。）

※発着日時、交通機関、等は変更になることがあります。
【凡例】 JL: 日本航空

AA: アメリカン航空

【食事】 各・・・各自にて食事
機・・・機内食
 R・・・市内レストラン

 H・・・ホテル内レストラン

日次 月日(曜) 地名 現地時間 交通機関 日程 食事
1 11月16日(月) 成田空港 集合

成田空港 発

サンフランシスコ 着

15:00
17:40

9:45

夜
夜

JL58

専用車

専用車

集合
空路、サンフランシスコへ
-------日付変更線-------
到着後、移動、昼食
視察
夕食会
ホテルにチェックイン

（オークランド泊）

朝×
昼×
夕機
朝機
昼R
夕R

2 11月17日(火) サンフランシスコ 滞在 終日
夕方

専用車 終日、シリコンバレーにて視察
ホテル帰着

（オークランド泊）

朝H
昼R
夕各

3 11月18日(水) サンフランシスコ 滞在
サンフランシスコ 発
ロサンゼルス 着

午前
15:30
17:02
夜

専用車
AA6324
専用車

午前中、視察
空路、ロサンゼルスへ
到着後、移動、夕食
ホテルにチェックイン

（ロサンゼルス泊）

朝H
昼各
夕R

4 11月19日(木) ホテル 発

アナハイム 発

朝

夕方
夕方

専用車

専用車

専用車にてアナハイムへ
終日、IFMA World Workplace参加
終了後、ロサンゼルスへ
ホテルに帰着

（ロサンゼルス泊）

朝H
昼各
夕各

5 11月20日(金) ロサンゼルス 滞在 午前
午後
夜

専用車
専用車

視察
視察
慰労夕食会

（ロサンゼルス泊）

朝H
昼R
夕R

6 11月21日(土) ホテル 発
ロサンゼルス 発

午前
12:30

専用車
JL015

空港へ
空路、日本へ

朝H
昼各
夕機

7 11月22日(日) 羽田空港 着 17:35 到着
通関後、解散

朝機
昼×
夕×

【お問い合わせ先】 公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会（ＪＦＭＡ） 担当：佐藤 芳宏
〒103-0007 中央区日本橋浜町2-13-6 浜町ビル6F TEL 03-6912-1177 FAX 03-6912-1178
E-mail chousa@jfma.or.jp

■参加費
980,000円 （ホテル1人1室）
＊空港諸税・保安税・燃油代別： 発券時のレートが適用となります。〔6月時点約132,000円〕
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